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学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」

～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

子どもたちの声が聞こえない、不思議な学校の中、３月１４日（土）の「みらい学年」
の卒業式に向けて、着々と準備を進めています。
皆様ご存じのとおり、卒業式は保護者とご来賓が参加できない形で行われます。そこで、

いろいろと考えて、ホールで実施することにしました。６年間、子どもたちの成長を見守
り続けてきた「たいようくん」の前で卒業証書の授与を行い、証書をもらった卒業生が、
これまで大切にしてきた「自分の夢」を語ります。下の写真でいうと、演題の前で玄関の
方を向いて卒業生一人一人がお話することになります。
また、座席は「たいようくん」から見て、ハの字の形で卒業生と職員が近くで向き合う

形です。当初の計画では参加する予定のなかった職員も参加することにして、全ての教職
員１６名が卒業生の晴れ姿を見届けます。

上の写真は、１年生担任の佐々木淳美先生が委員会コーナーに描い
てくれた黒板アートです。走るし、字もうまいし、元気な淳美先生は、
何でもできる多才なスーパーウーマン。私には、何の漫画かよくわか
りませんが、子どもたちにはきっと伝わるに違いありません。
卒業生も、楽しみにしていてください。
在校生にも見てもらいたいなぁ！



休校から１２日
それから・・・ 次は？ ４月は？

学校がお休みになり、もうすぐで２週間です。私たち職員にとっても、突然の初めての
出来事で、先を見通せない中、静まりかえった校内で「そのとき」に備えて準備をしてい
ます。
「そのとき」というのは、これから春休みまでの動きや、４月の始業式・入学式などの

予定や変更です。このことについては、来週１６日（月）に大仙市臨時校長会が開催され、
およその方向性が示され、話合いと確認が行われます。それを受けて、１７日（火）には
保護者の皆様にも具体的なことをお伝えできると思います。現段階での学校の対応につい
て少しお知らせします。

通知表はできるの？
・・・・・予定を早めて、先生方がハイパワーで仕上げてくれています。

ほぼ、完成しましたので、１７日、１８日に配付できます。

習っていない勉強はどうすればいいの？
・・・・・６年生以外は、まだ習っていないところの勉強があります。

これについては、学校で必ず教えることになります。
春休みの臨時登校で教えるか、新年度になってから教えるかは
決定してからお知らせします。

離任式（３月２７日）は学校に行くの？
・・・・・これもまだ決定していませんが、登校する予定は入れておいて

ください。

順調に始業式が行われるとしても、３７日間もの長い休みに入っています。そのうち、
今日で１２日。つまり、１／３くらいに当たります。
これまでのお子さんの学習への取組を振り返って、残りの２／３を春の進級につながる

ものにしていきましょう。

①表紙に書かれている「めあて」は適切かチェックしましたか？
・これまでの「めあて」は平日バージョンです。
春休みバージョンとして、書き直す必要があります。特に時間！

②毎日見てあげていますか？
・子どものがんばりと課題について、見取ることが大事です。
これは親の仕事です。この機会を、何とか生かしてください。

③日記は書いていますか？
・今年度、日記を書くことをスタートしました。
書く力や考える力を育むねらいもありますが、子どもたちのことを
知ったり、悩みに対応することにもつながります。
これも見取りが大切です。

④粗末な取組は見られませんか？
・文字の粗末さや、ドリルの同じところを何度もやっている取組は見
られませんか？実は、このあたりが大切だと考えています。
粗末さには「これでいいや」という「ごまかし・甘え」があります。
ここは、親として許してはいけない、勝負どころですよ！

マラソンでいえば、まだまだ序盤の１５㎞あたり。ペースメーカーが付いています。
保護者の皆さんが３０㎞付近まで一緒に走ってください。ペースメーカーとして。
そして、新学年に向けて、残りのラストを自信をもって、自力で走ることができるよう
にしていきましょう。


